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⼟⽊研究所の鶴⽥です。「⽔辺空間デザインの考え⽅」

と題してお話しさせていただきます。お話しする内容はごら

んの３つになります。 

⽔辺空間デザインの基本 

 まず、⽔辺の特徴と魅⼒について考えてみます。ここでは

川の⽔辺を念頭に置いてお話しいたします。 

 こちらは、ある⽔辺の写真です。⽔辺の特徴としまして、

まず流れる⽔があり、⽔⾯が広がっています。⽔⾯は⾃分

が⾒おろすような位置にありまして、その上には開放的な

⾒晴らしが広がっています。河畔には⽊々、⽔中には⽔草、

⿂などもいます。⽬を閉じてみますと、涼やかな⾵や、せせ

らぎの⾳を感じることができます。⽔辺空間の魅⼒は、⾃

然を感じられリラックスできる、居⼼地のよい場所ではない

かと考えます。 

 ⼈々は昔から、さまざまな形で⽔辺を使ってきました。こち

らに幾つか挙げてみましたけれども、⽇常⽣活から⾏事、

⾵習、仕事、⽔の利⽤、治⽔に⾄るまで、皆様にも思い

浮かぶものが多くあるのではないでしょうか。⽔辺とは、さま

ざまな⽤途で使う、⼈の⼿で形づくられている場所であると

⾔えます。 

 ちょっと俯瞰いたしまして、地域、都市の中の⽔辺を⾒て

みます。⽔辺を⾒るとき、そこには必ず背景がセットでありま

す。⽊々とか、家屋とか、⼭並みです。個々の川や、川の

上下流ごとに独⾃の背景が広がっております。この写真の

ように建築物などが密集している都市域では、⽔辺空間

はスケールが⼤きく連続的に広がっていまして、貴重なオー

プンスペースとなっております。 

 ⽔辺空間デザインの基本となるのは、これまで申し上げて

きました⽔辺空間の特徴、魅⼒を上⼿に表現することです。

キーワードをいくつか挙げますと、『流れる⽔の形を決める⽔

際を丁寧にデザインする』、『居⼼地のよい場所、さまざま

な⽤途で使われる場所となるために、利⽤のしやすさや安

全性を考える』、『地域固有の⽤途に対応させる』、『個々

の川らしい形を表現する』、さらに『独⾃の背景と⼀体的に

デザインする』などです。これらに加えまして、⽔辺に限らず

⼟⽊構造物、⼀般のデザインの基本というのがベースにあ

ります。 

 簡単に申し上げましたが、具体的にどうすればよいのか考

えようとすると、とても難しいものです。ですので、今⽇ご登

壇いただくご発表が⼤変参考になるかと思います。 
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 先ほどから出てきております「多⾃然川づくり基本⽅針」

の定義を⾒てみますと、「地域の暮らしや歴史・⽂化との

調和にも配慮し、多様な河川景観を保全・創出」と書か

れています。先ほど出てきましたキーワードとも共通しており

ます。 

 そして、この基本⽅針の適⽤範囲ですけれども、「全ての

川づくりの基本」と書かれています。したがいまして、⽔辺空

間デザインの対象は、全ての川であると⾔えます。 

研究紹介 

 ここからは私が現在取り組んでいる研究についてご紹介

します。先ほど全ての川が対象と申し上げましたけれども、

その中でも、整備するポテンシャルの⾼い場所があるのでは

ないかというのが１つです。もう１つが、先ほどの地域独⾃

の⽤途の調和とか、多様な背後地と調和したデザインとは、

具体的にどのようなものかというものです。研究⼿法として

は、良好な⽔辺空間デザインを対象に、こちらの観点につ

きまして、現地調査とヒアリングを⾏いまして考え⽅を整理

しております。 

 今年度から事例調査を進めておりまして、こちらの現場に

伺っております。本⽇ご登壇の⽅がデザインされた事例が

多数含まれております。⽷貫川はいずれ伺わせていただき

たいと思います。都市部の河川が⼤半でありまして、ほとん

どの事例が治⽔対策とあわせて空間整備を⾏っております。 

整備のポテンシャルが⾼いのはどのような場

所？ 

 １点⽬の整備のポテンシャルが⾼い場所ですけれども、

事例を３つ御紹介します。まずは北海道の茂漁川です。

整備区間は 2.8km ほどで、こういう⾵に流れています。 

 整備前の状況ですが、河川改修によりまして、河道の直

線化が⾏われていました。左下の写真のような感じです。

ここがポテンシャルとして⾼かったのは、直線化の際に、通

⽔されなくなった旧河道が河川区域として残されていました。

それから、地元の恵庭市において、今後の都市化を⾒据

えまして、まちづくり計画に、⽔辺と河畔の⾃然林を保全し

ようというのが位置づけられていたことです。すなわち都市

化が進む前に、⽔と緑のオープンスペースを先取りした⽔

辺がつくられておりました。 

 こちらが整備内容ですけれども、先ほどの旧河道部を利

⽤しまして、河道の拡幅や旧河道部に通⽔したりされてい

ます。護岸はできるだけ緑化護岸としたり、住⺠にとって使

いやすい⽔辺ということで、防護柵はほとんど設けられており

ません。 

 これが昨年調査に伺ったときの写真ですけれども、整備

から約 20 年が経過しています。計画をつくられた⽅に聞き

ましたところ、「この旧河道は将来の遺産として残せたのが

⼤きい。あのまま何もしてなかったら、ごみ捨て場にでもなっ

ていたのではないか。」とおっしゃっていました。伺ったときには、

ゴミ⼀つない本当に気持ちのいい⽔辺が保たれておりまし

た。 

 次に、千葉県を流れる坂川です。整備区間は 500ｍく

らいです。このピンク⾊が⽔⼾街道ですけれども、⽔⼾街

道の宿場町があり、栄えていたそうです。昔は⽔がきれいだ

ったそうですが、急激な都市化が進みまして、⽔質が悪化

しました。この右上の⽅にＪＲの駅があります。こちらに商

業地の集積が進みまして、元々のの商業地の元気がなく

なってきておりました。 

 河川改修も進んでおりまして、このようにコンクリート三⾯

張りになっておりました。このような状況で河川の再⽣と地

域再開発を同時に進めようということになりました。今後の
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まち発展を⾒据えまして、その核となる⽔辺空間の整備が

⾏われております。 

 空間整備の内容ですけれども、多⾃然型ということで、

⽔際の再⾃然化をしたり、⽔辺に近づける⼯夫として階

段とかスロープをつくったり、河岸と⽔辺広場をつくったり、こ

の遊歩道を⽤地買収して広げたりということをされています。 

 今、整備から約 10 年くらい経っておりますが、その間に

沿川に桜を植えたり、歴史をしのばせるお祭りが新たに始

められたりと、⽔辺空間の再⽣が地域の⽂化に影響を及

ぼすまでになっています。 

 ３番⽬ですが、これは先ほどもお話がありましたけれども、

広島県の太⽥川です。整備区間は、原爆ドームとか平和

記念公園がある辺りの少し上流の左岸側になります。昔

は桜の名所として親しまれていたそうですが、戦災、被爆も

受けまして、戦後は広島市がまちの緑化や⽔辺の活⽤を

熱⼼に考えておりました。 

 こちらが中央公園の整備計画です。この緑のところが全

部中央公園の計画地で、この中に河川敷地も⼊っており

ます。上流側の⽅から緑化が進められていまして、整備前

はこんな状況でございました。⼀⽅、⾼潮対策として堤防

の嵩上げ⼯事が計画されていまして、この河岸緑地の景

観悪化の懸念がありました。そこで⽔の都のイメージアップ

につながるような⽔辺整備をしようということになりました。 

 本当にごく簡単にだけお話しさせていただきますけれども、

できるだけ既存の樹⽊を残すということで、ほとんど残せな

かったのですが、２本残せました。それから、背後の公園と

景観的につなぐようなスロープをつくったり、こちらは下流側

ですが、背後の都市施設とつながるような護岸とか、この

被爆後残っていた⽔制を⽔辺に近づけやすくするということ

で、残すようなことをされています。 

 伺ったときは、整備から約 30 年経っておりますが、ごらん

のように市⺠の⽅によく使われていますし、イベントなどの舞

台にもなっています。２本残ったうちの１本がポプラなので

すが、これが 2004 年に折れてしまいまして、ここからいろ

いろ始まりました。これをきっかけに官⺠協働でポプラを植え

直したり、市⺠活動が盛んになったり、ポプラが２代⽬、今

３代⽬なのですが、つながっているんです。市⺠の中でその

⾵景をつくる、つなぐというような⽔辺とのかかわりが発展し

ていっております。 

 まとめますと、３つの事例とも現在の様⼦を⾒ていただくと、

整備のポテンシャルの⾼い場所だったと⾔えると思います。

これらの特徴として、⼤きく⽴地特性と地域とのかかわりと

してまとめました。これらがある場所で、まちづくりとあわせて

⽔辺をよくしたいという思いで整備が⾏われた結果、⼈々

の意識が変わったり、まちへの波及効果が⾒られたりしまし

た。 

周辺地域と調和した⽔辺空間デザインとは？ 

 次に、周辺地域と調和した⽔辺空間デザインです。こち

らに⽔辺空間の模式図を書いていまして、護岸、植⽣、

⾼⽔敷、堤防等を⽰しています。調和の視点として４つ

考えていまして、１つはこの構成要素とこの対象地域と全

体的な印象との調和、２点⽬が河川背後の景観との調

和、３点⽬が地域が求めるニーズ、利⽤しやすさとのマッチ

ング、４点⽬が要素間の調和で、これは次に尾崎さんがご

発表されます。 

 各事例とも、これらの調和についてたくさん⼯夫があります

けれど、ごく簡単にご紹介しますと、先ほど出てまいりました

横⼿川です。横⼿市は城下町として栄えていまして、そこ

を流れる横⼿川というのは、戦国時代に横⼿城防備のた

めに付け替えられたものと⾔われています。この横⼿城の
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堅牢なイメージを護岸⽯積みに反映されているということで

す。 

 ２点⽬の河川背後の景観との調和で、これも先ほどの

津和野川ですけれども、整備前はここに護岸があって、こ

の背後に観光施設があるんですが、ここは⽔辺とつながっ

てなかったんです。ここの河川⽤地を買っていただいて、さっ

き提⽰した写真になりますが、こういった形で⽔辺とつなが

りました。 

 こちらは横浜市の和泉川になります。和泉川の景観的

な特徴は、この台地の間の低いところを和泉川が流れてお

ります。遊⽔地をつくる計画がありまして、当初は２割勾

配でつくろうと思っていたそうですけれども、この斜⾯林の等

⾼線の形をうまく⾒まして、本川を付け替えたり、⽔辺の斜

⾯の勾配に反映させたりされたそうです。こちらが結果です。

背後地としっくりなじんでいる感じがおわかりいただけるでしょ

うか。 

 ⽩川も少しだけお話しさせていただきますと、⽩川は、橋

の上から上流の⼭を⾒るときに、川⾯に映る緑と遠景に⾒

える⼭の⾵景が、「森の都くまもと」の象徴的な場所で愛さ

れてきていたのですけれども、当初は河川改修でこの⽊を

全部切るという計画だったので、市⺠から猛反対されてい

た。その結果、後ほど詳しくご説明があると思いますが、地

域に親しまれてきた⾵景を継承する形で整備が⾏われて

います。 

 最後に⼀乗⾕川です。⼀乗⾕川は、戦国時代に朝倉

⽒の拠点だったところで、遺跡の発掘調査と河川改修が

並⾏して⾏われていたそうですが、そのときに⽯垣が出⼟し

まして、ここに領主館があるのですけど、領主館の外堀とし

てこの川が使われていたのではないかと推測されまして、当

初の計画を変えまして、この⽯垣を使う形で改修が⾏われ

ました。 

 先週調査に伺いましたけれども、ここが⽯垣ですが、どこ

までが遺跡で、どこからが整備区間なのかわからないんです。

本当にすばらしかったです。往時の⾵景の再現がされてい

ると思います。 

 まとめます。周辺地域と調和した⽔辺空間デザインにつ

いて、着⽬するポイントとして、周辺環境がどのように形成

されてきたかということ、それをデザインに反映するポイントと

しては、周囲になじむ形、使いやすい形、素材などがポイン

トかと思います。このように周辺地域の多様性、独⾃性を

いかに空間に反映するか、今後も研究を進めてまいります。 

 以上です。ありがとうございました。 

  


